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令
和
７
年
５
月
18
日
に
、
龍
ケ
崎
市
小
貝
川
市
民
運

動
公
園
で
、
二
組
合
水
防
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
訓
練
は
、
小
貝
川
流
域
の
水
防
組
合
管
理
団
体
で
あ

る
稲
敷
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
（
構
成
市
町
で

参
加
し
た
市
町
：
龍
ケ
崎
市
、
稲
敷
市
、
利
根
町
、
河

内
町
）と
利
根
川
水
系
県
南
水
防
事
務
組
合（
構
成
市：

取
手
市
、
龍
ケ
崎
市
、
つ
く
ば
市
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

牛
久
市
）
が
共
催
し
た
訓
練
と
な
り
ま
す
。
近
年
、
全

国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
水
害
に
備
え
、
今
後
も
水
防

体
制
の
強
化
や
訓
練
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

二
組
合
水
防
訓
練

霞
ヶ
浦
地
区
水
防
訓
練

　
令
和
７
年
６
月
14
日
に
、
霞
ヶ
浦
地
区
水
防
訓
練
が

美
浦
村
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
訓
練
は
出
水
期
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
水
防
体
制
の
万
全
を
期
す
た
め
、
稲

敷
市
・
美
浦
村
・
阿
見
町
の
消
防
団
が
合
同
で
毎
年
実

施
し
て
い
る
訓
練
に
な
り
ま
す
。

　
稲
敷
広
域
消
防
本
部

職
員
の
指
導
の
下
、「
土

の
う
拵こ

し
ら
え
工
法
」「
改

良
積
み
土
の
う
工
法
」

「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」

「
繋
ぎ
縫
い
工
法
」
と

い
う
各
種
水
防
工
法
を

行
い
ま
し
た
。

江戸時代に設置された町火消「いろは四八組」から命名しました。地域に密着した消防
団を目指し、消防団についての理解を深めていただくため広報誌を作成しております。

“いろは”の由来
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平
素
よ
り
消
防
団
活
動
に
対
し
、
ご
理

解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
現
在
、
稲
敷
市
消
防
団
は
８
７
５
名
が

在
籍
し
、「
郷
土
を
守
る
」
と
い
う
使
命

の
も
と
、
各
種
訓
練
に
励
み
、
有
事
の
際

に
は
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
図
れ
る
よ

う
万
全
を
期
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
地
域
の
安
全
確

保
は
消
防
団
の
み
で
成
し
得
る
も
の
で
は

な
く
、
住
民
の
皆
様
お
一
人
お
一
人
の
防

災
意
識
の
向
上
と
日
頃
か
ら
の
備
え
が
不

可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
家
庭
に
お
け
る
火

気
の
取
扱
い
の
徹
底
、
避
難
経
路
の
確
認

等
、
今
一
度
防
災
対
策
の
見
直
し
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
各
種
防
災
訓

練
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
通
じ
、
地
域

一
体
と
な
っ
た
防
災
力
の
向
上
に
ご
協
力

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
消
防
団
一
同
、
本
年
度
も
地
域
住
民
の

皆
様
の
身
体
、
生
命
、
財
産
を
守
る
べ
く
、

な
お
一
層
精
励
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
変
わ
ら
ぬ
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
度
当
初

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
令
和
８
年
１
月
11
日
に
江
戸
崎
中

央
公
民
館
で
消
防
出
初
式
を
行
い
ま

し
た
。
第
１
部
で
は
表
彰
式
等
の
式

典
を
行
い
、
公
民
館
玄
関
前
で
は
消

防
広
場
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
２
部

で
は
、
消
防
署
に
よ
る
意
見
発
表
や

大
船
渡
火
災
活
動
報
告
、
稲
敷
市
消

防
団
広
報
委
員
会
に
よ
る
活
動
報
告

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
実
際
に
活
動

し
て
い
る
写
真
や
動
画
を
見
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
消
防
団
の
活
動
を
多

く
の
方
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

令
和
８
年
消
防
出
初
式

第
１
回
役
員
会
議

分
団
長
訓
練

二
組
合
合
同
水
防
訓
練

霞
ヶ
浦
地
区
水
防
訓
練

稲
敷
市
防
災
訓
練
及
び

夏
期
訓
練

新
入
団
員
訓
練

花
火
大
会
警
戒
巡
視

第
２
回
役
員
会
議

稲
敷
市
文
化
祭

秋
期
訓
練

本
部
指
揮
訓
練

出
初
式

冬
期
訓
練

妙
技
ノ
鼻
ヨ
シ
焼
き
警
戒

水
利
確
認
、
資
機
材
点
検

夜
警

ご
挨
拶

稲敷市消防団長

黒田　茂勝

精
績
章

川
口　
和
彦

（
第
１
方
面
隊　
副
方
面
隊
長
）

村
山　
旭

（
第
3
方
面
隊　
副
方
面
隊
長
）

水
飼　
照
夫

（
第
４
方
面
隊　
副
方
面
隊
長
）

永
年
勤
続
功
労
章
（
30
年
）

伊
藤　
奨

（
第
3
方
面
隊　
方
面
隊
長
）

森
田　
竜
生

（
第
1
方
面
隊　
副
方
面
隊
長
）

林　
一
徳

（
第
1
分
団
7
部
）

小
島　
正
儀

（
第
3
分
団
3
部
）

木
野
内　
誠

（
第
3
分
団
4
部
）

石
井　
一
也

（
第
8
分
団
2
部
）

藤
枝　
勇

（
第
11
分
団
2
部
）

橋
本　
貴
幸

（
元
第
7
分
団
3
部
）

日
本
消
防
協
会
表
彰

茨
城
県
知
事
表
彰

４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月

３
月

通
年 令

和
7
年
度
活
動
報
告
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い
な
ほ
消
防
署　
消
防
司
令
補　

　
　
　
　
　
　
　
吉
岡
栄
治

　
令
和
７
年
２
月
26
日
に
岩
手
県
大

船
渡
市
で
発
生
し
た
火
災
は
、
焼
失

面
積
約
３
，
３
７
０
ｈ
ａ
と
な
る
昭

和
39
年
以
降
で
は
最
大
の
林
野
火
災

と
な
り
ま
し
た
。
現
場
は
車
両
が
入

れ
な
い
道
路
、
少
な
い
水
源
と
い
う

状
況
で
、
山
林
内
を
隊
員
が
背
負
い

式
消
火
水
の
う
「
ジ
ェ
ッ
ト
シ
ュ
ー

タ
ー
」
を
使
用
し
24
時
間
体
制
で
消

火
に
あ
た
り
ま
し
た
。
稲
敷
広
域
消

防
本
部
か
ら
は
28
人
が
出
場
し
活
動

に
あ
た
り
ま
し
た
。
過
酷
な
環
境
で

し
た
が
、
人
命
と
暮
ら
し
を
守
る
使

命
の
重
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

同
時
に
、
自
分
た
ち
の
訓
練
や
装
備

の
重
要
性
も
痛
感
し
、
日
頃
の
備
え

が
い
か
に
大
切
か
を
学
び
ま
し
た
。

今
後
も
経
験
を
糧
に
、
よ
り
迅
速
で

安
全
な
活
動
を
心
が
け
て
い
き
た
い

で
す
。

　
令
和
７
年
10
月
１
日
よ
り
運
用
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
救
急
と

は
、
救
急
隊
員
が
傷
病
者
の
マ
イ
ナ

保
険
証(

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用

登
録
し
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド)

を
活
用
し
傷
病
者
の
医
療
機
関
情
報

等
を
閲
覧
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
適
切
な
処

置
や
搬
送
先
が
選
定
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

　
お
済
で
な
い
方
は
ご
登
録
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
、
市
内
31
ヶ
所
に
防

災
倉
庫
を
配
置
し
て
お
り
ま
す
。
倉

庫
内
に
は
、
食
料
・
飲
料
水
・
毛
布

な
ど
を
備
蓄
し
て
お
り
、
災
害
に
よ

り
長
期
の
避
難
が
想
定
さ
れ
た
場
合

に
、
避
難
者
に
支
給
し
ま
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

　
稲
敷
市
消
防
団
で
は
、
令
和
７
年

度
よ
り
難
燃
ス
ト
レ
ッ
チ
素
材
を
使

用
し
た
活
動
服
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
、
安
全
に
活
動
に
取
り
組
め

る
よ
う
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
へ
の
協
力
金
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
相
手
方
（
市
民
）
か
ら
の

寄
付
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
、
金
額

の
指
定
や
個
別
訪
問
に
よ
る
徴
収
は

原
則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
消
防
団
員
用
活
動
服
購
入
費

の
75
％
は
、
成
田
国
際
空
港
株
式
会

社
か
ら
の
特
別
交
付
金
を
活
用
し
て

お
り
ま
す
。

大
船
渡
市
火
災
活
動
報
告

マ
イ
ナ
救
急

稲
敷
市
の
備
蓄
品

新
基
準
活
動
服

消
防
団
員
に
よ
る
協
力

金
集
め
に
つ
い
て

消
防
団
出
場
人
数　
延
べ
８
４
６
名

令和７年度出場件数
令
和
７
年
度
消
防
団

出
場
件
数

林
野
火
災
注
意
報
・
警
報

　
令
和
８
年
１
月
１
日
か
ら
運

用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
警
報

が
発
令
さ
れ
た
場
合
は
、
火
の

使
用
の
制
限
に
従
う
義
務
が

課
せ
ら
れ
、
従
わ
な
い
場
合
、

30
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
拘
留

に
処
す
る
こ
と
が
消
防
法
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
発
令
状
況
は
、
裏
面
稲
敷
市

公
式
ア
プ
リ
に
て
確
認
で
き
ま

す
。

建物火災
９件

車両火災
５件

林野火災１件

その他火災
21件

※その他火災とは、野焼
きからの延焼など

毛
布



女 性
消 防 団

women’s fire brigade

　消防クイズコーナーがバージョンアップ‼
ストラックアウトのようにカゴに玉を入れ
てクイズに答えてもらい啓発品は釣りゲー
ムで取ってもらいました。新しい試みに老若
男女問わず楽しんでいただき、待ち列ができ
るときもありました。持ち出し品にはペット
部門を追加展示し、外では消防バイクが展示
され盛り上がっていました。

　毎年行われている全国女性消防団活性化
大会。今年は長崎県で開催されました。全国
の女性消防団の日頃の活動や事例発表を聞
いたり、交流をすることで稲敷市のアピール
と今後の活動に生かせる有意義な大会とな
りました。長崎県が誇るジャパネットたかた
の髙田明氏の講演も聞くことが出来ました。

　

広
報
委
員
会
で
は
年
に
一
回
広
報
誌

の
発
行
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

広
報
の
役
割
は
皆
さ
ん
に
消
防
団
の

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
し
て
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
広
げ
な
が
ら
楽
し
ん
で
活
動
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
消
防
団
活
動
が
面
白
そ
う
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

一
年
間
の
活
動
の
最
後
が
広
報
誌
の

作
成
に
な
り
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
に
参
加
、
応
援
し
て
く

だ
さ
っ
た
方
々
、
イ
ベ
ン
ト
等
に
ご
来

場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。（

広
報
編
集
委
員
一
同
）

広
報
編
集
委
員　
　
中
沢　
仁

山
崎　
貴
弘

山
形　
大
輔

金
子　
哲
巳

成
毛　
宏
嘉

関
谷　
美
子

吉
村　
史
江

事　
務　
局　
　
鹿
内　
隼
人

後
藤　
隆
太

編
集
後
記

〔問い合わせ先〕　稲敷市危機管理課　☎ 029-892-2000

文化祭 in あずま生涯学習センター全国女性消防団員活性化大会

人と街を守るチームの一員になろう！

満18歳以上で稲敷市に在住または在勤している方なら
男性でも女性でも入団できます！ 稲敷公式アプリ

無料　FREE


